


ひとりの建築家がひそかにしたためた作品と、その奥様がせっせと織った作品を

いつか発表したいと願い

　

数
年
前
に
Ｉ
Ｐ
主
催
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
制
作
の
マ
エ
ス
ト
ロ
の
講
演
会
が
あ

り
ま
し
た
ね
。
お
話
の
内
容
を
確
か
め

た
く
て
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
作
り
を
見
て
い
た
ら
、
流
れ
で
世
界

の
日
曜
大
工
の
世
界
に
遭
遇
、
儲
か
ら

な
い
こ
と
に
一
生
懸
命
、
と
い
う
意
味

で
は
、
マ
エ
ス
ト
ロ
も
日
曜
大
工
と
同

グ
ル
ー
プ
な
の
で
す
ね
。
と
に
か
く
、

レ
ベ
ル
の
高
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
。

　

英
語
を
中
心
に
ド
イ
ツ
語
、
ロ
シ
ア

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
中

国
語
、
た
ま
に
日
本
語
が
グ
ロ
ー
バ
ル

に
飛
び
交
う
世
界
、
な
ぜ
か
フ
ラ
ン
ス

語
イ
タ
リ
ア
語
が
出
て
き
ま
せ
ん
。

　

意
識
技
術
共
に
自
分
の
レ
ベ
ル
の
低

さ
に
大
反
省
、
よ
し
、
こ
の
道
を
究
め

て
み
よ
う
、
退
路
を
断
つ
に
は
ま
ず
発

表
会
ー
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
次
第
、

ほ
ん
の
二
年
前
の
発
心
で
す
。

　

こ
の
３
月
、Ｉ
Ｐ
メ
ン
バ
ー
の
ご
助
力

を
得
て
、
廿
日
市
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
「
毎
日
が
日
曜
大
工
／
手
織
り
展
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
来
館
者
数
（
３
０

０
人
）
は
比
較
対
象
が
な
い
の
で
さ
て

お
い
て
、
中
身
は
意
外
に
面
白
い
、
迫

力
が
あ
る
ね
、
等
々
と
好
評
、
ヘ
タ
な

絵
で
も
額
に
入
れ
る
と
映
え
ま
し
た
ね
。

貴
紙
に
字
数
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
を
。

　

大
工
仕
事
を
ど
こ
で
覚
え
た
か
、
そ

れ
は
子
供
期
を
過
ご
し
た
時
代
が
戦
後

の
真
っ
只
中
だ
っ
た
か
ら
。
当
時
、
日

曜
大
工
（
今
言
う
Ｄ
Ｉ
Ｙ
）
は
草
野
球

と
共
に
男
子
の
一
般
教
養
で
し
た
。
就

職
し
た
と
こ
ろ
が
広
島
大
学
の
製
図
室

だ
っ
た
の
で
、
日
曜
大
工
と
は
縁
が
切

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
の
女
学
院
大
で

は
日
曜
日
は
安
息
日
だ
っ
た
の
で
、
土

曜
大
工
で
し
た
が
。

　

定
年
を
迎
え
る
と
毎
日
が
日
曜
大
工
、

メ
ン
テ
が
必
要
な
家
が
二
軒
あ
り
ま
し

た
の
で
当
初
は
忙
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

や
が
て
す
る
こ
と
が
無
く
な
っ
て
第
二

の
定
年
、
そ
こ
で
ど
う
す
る
か
。
実
用

価
値
が
な
く
な
っ
た
技
芸
は
剣
道
弓
道

の
よ
う
に
「
道
」
に
進
む
の
が
定
め
。

日
曜
大
工
が
世
界
を
救
う
？

手
作
り
相
棒
の
目
指
す
も
の

　

と
こ
ろ
で
我
が
家
に
は
、
ひ
た
す
ら

手
織
り
の
道
を
歩
む
手
作
り
の
相
棒
が

い
ま
す
。

　

や
は
り
裁
縫
が
女
子
の
必
修
科
目
と

い
う
子
供
期
を
送
り
、
結
婚
後
は
実
用

技
芸
と
し
て
編
み
物
に
熱
中
す
る
も
量

産
品
に
あ
え
な
く
敗
退
、
量
産
と
無
縁

の
手
織
り
に
転
身
し
て
い
ま
し
た
。
手

織
り
H
a
n
d 

w
e
a
v
i
n
g
は
グ

ロ
ー
バ
ル
と
い
う
よ
り
世
界
各
地
に
わ

ず
か
に
残
る
民
族
的
技
芸
、
も
は
や
流

行
り
す
た
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
女
が

目
指
す
の
は
職
人
の
境
地
と
か
。

毎日が　日曜大工／手織り展

とき：2016年 3月 16～20日
ところ：廿日市美術ギャラリー

手織り　裂き織りで作る日々の彩り



　

マ
ル
セ
ル•

ブ
ロ
イ
ヤ
ー
は
１
９
２
５

年
に
、
自
転
車
の
ハ
ン
ド
ル
を
見
て
着

想
し
、
パ
イ
プ
構
造
の
椅
子
「
ワ
シ
リ
ー

•

チ
ェ
ア
」
を
画
家
の
カ
ン
ジ
ン
ス
キ
ー

の
た
め
に
作
成
し
た
。
こ
れ
以
後
、
ミ
ー

ス•

フ
ァ
ン•

デ
ル•

ロ
ー
エ
の
シ
リ
ー

ズ
の
椅
子
、
ル•

コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
の
L
C

シ
リ
ー
ズ
の
パ
イ
プ
椅
子
な
ど
の
名
作

家
具
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　

次
に
チ
ャ
ー
ル
ズ•

イ
ー
ム
ズ
が
１
９

４
５
年
頃
か
ら
合
板
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

と
鉄
に
よ
る
椅
子
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
新

し
い
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー
家
具
の
時

代
を
開
い
て
い
っ
た
こ
と
は
ご
存
知
の

通
り
で
す
。

　

日
本
国
の
歴
史
は
弥
生
に
始
ま
る
と

い
う
の
が
定
説
で
す
が
、
こ
れ
は
日
本

と
い
う
官
僚
国
家
の
成
立
史
で
あ
っ
て
、

民
族
と
国
土
の
成
立
は
一
万
年
の
縄
文

時
代
を
俯
瞰
し
な
い
と
見
え
て
こ
な
い
、

と
い
う
の
が
本
誌
の
骨
子
、
山
紫
水
明

　

な
ぜ
、
チ
ャ
ー
ル
ズ•

レ
ニ
ー•

マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
か

だ
け
ど
、
こ
れ
ら
の
デ
ザ
イ
ン
は
日
曜

大
工
向
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
以

前
の
デ
ザ
イ
ン
と
な
る
と
、
フ
ラ
ン
ク•

ロ
イ
ド•

ラ
イ
ト
（
１
８
６
７̶

１
９
５

６
年
）
か
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
（
１
８

６
８̶

１
９
２
８
年
）
か
ヘ
リ
ッ
ト•

リ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
（
１
８
８
８̶

１
９

６
４
年
）
か
の
３
人
が
傑
出
し
て
い
ま

す
。

　

私
の
答
え
は
、
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ

で
し
た
。
彼
の
家
具
を
コ
ピ
ー
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
木
製
家
具
の
デ
ザ
イ
ン
の

要
点
と
古
き
良
き
時
代
の
手
触
り
を
手

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
材
料
は
安
価

な
松
の
板
材
と
木
ネ
ジ
。
工
具
は
電
動

ノ
コ
ギ
リ
と
イ
ン
パ
ク
ト
レ
ン
チ
。
仕

上
げ
は
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
高
卓
三
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ご注文：スタジオ　灰山

手作りチャールズ•レニー•マッキントッシュ

〒 162-0041　東京都新宿区早稲田鶴巻町 523
℡ 03-5272-0301 ／FAX 03-5272-0450
e-mail info@fujiwara-shoten.co.jp

山／木／建築を結び、
「木造の未来」を問う！
現在、日本では第二次世界大戦後に植林した人工林が伐採期を迎え、豊富な林産資源を生
かす好機にあるにもかかわらず、外材輸入に押され、国産の木は充分に活用されていない。
林野庁の「木づかい運動」、林業界の「ウッドファースト」宣言など、「木」の活用を推進
する動きがあるなかで、今、我々は「木」にどう向き合うべきか。

◉ 定価＝本体3800円＋税
 菊大判並製　416頁＋カラー口絵16頁
 2016年4月25日刊　ISBN  978-4-86578-070-3

編集＝上田 篤
網野禎昭／新井清一／池上惇／稲田達夫／井上章一／上田昌弘／内山佳代子／榎本長治／岡本一真／尾島俊雄 
海瀬亀太郎／加藤碵一／金澤成保／鎌田東二／川井秀一／河井敏明／木内修／木村一義／腰原幹雄／進士五十八 
竹山聖／田中淳夫／田中充子／玉井輝大／ 吉隆／中岡義介／中川理／中嶋健造／中西ひろむ／中牧弘允／中村桂子 
中村良夫／鳴海邦碩／灰山彰好／長谷川香織／速水亨／久隆浩／平岡龍人／藤田伊織／増田寛也／渡辺真理
伊東豊雄／北川原温／隈研吾／高松伸／内藤廣／坂茂／山本理顕

Photo by Ines Oliveira

4/25 刊行

　
は
夢
ま
ぼ
ろ
し
、
本
当
の
日
本
は
災
害

列
島
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

　

災
害
の
た
び
に
頼
り
に
さ
れ
た
の
が

世
界
的
に
異
例
の
豊
か
な
山
林
、
土
砂

く
ず
れ
を
防
ぎ
（
土
砂
山
と
い
う
の
も

異
例
と
か
）、
災
害
復
興
に
貢
献
し
て
き

た
。

　

と
こ
ろ
が
敗
戦
後
の
林
業
は
外
材
に

シ
フ
ト
、
こ
の
山
林
の
疲
弊
（
線
香
林
）

を
ど
う
す
る
か
－
と
い
う
と
こ
ろ
で
日

曜
大
工
が
出
て
く
る
の
で
す
。

　

責
任
重
大
、
ど
う
し
よ
う
。

　

上
田
先
生
の
存
念
は
、
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
や
る
自
己
開
発
力
に
あ
る
み

た
い
で
す
が
。
詳
細
は「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー

ス
ト
」
を
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。
た
っ

た
２
ペ
ー
ジ
で
も
著
者
割
引
（
２
０
％
）

が
効
き
ま
す
。
ご
注
文
は
左
記
へ
。

　

s
t
u
d
i
o 

H
A
I
Y
A
M
A

　
　
　
　
　

日
曜
大
工　

灰
山
彰
好

日
本
の
山
林
の
疲
弊
は

別冊「環」21

「ウッドファースト」

山／木／建築を結び、木造建築の未来を問う

上田　篤編／藤原書店（\3,800＋税）

　

し
か
し
私
に
は
よ
く
し
ゃ
べ
る
い
や

ら
し
い
口
が
あ
る
の
で
、
職
人
に
は
な

れ
な
い
。〈
板
切
れ
細
工
の
マ
エ
ス
ト
ロ
〉

辺
り
が
私
の
希
望
で
す
が
、
自
分
で
名

乗
る
こ
と
で
は
な
い
し
、
ど
な
た
か
言
っ

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ
で
（
二
回
目
）、
私
の
日
曜
大
工

論
が
こ
の
４
月
末
に
本
に
な
り
ま
し

た
ー
と
い
っ
て
も
た
っ
た
２
ペ
ー
ジ
の

分
担
で
す
。

板
切
れ
細
工
の
マ
エ
ス
ト
ロ



まるで子供の秘密の基地のよう。

　

自
宅
近
く
の
里
山
に
１
０
年
前
か
ら

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

里
山
と
云
っ
て
も
山
裾
を
削
り
造
成
さ

れ
た
住
宅
団
地
で
残
っ
た
照
葉
樹
林
の

南
斜
面
の
山
裾
で
、
当
初
は
ゼ
ミ
生
た

ち
と
山
道
づ
く
り
か
ら
始
め
、
間
伐
を

し
な
が
ら
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
や
空
中
デ
ッ

キ
、
ピ
ザ
用
の
石
窯
な
ど
を
造
り
続
け

て
い
る
の
で
す
。

　

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
「
大
地
を
彫
刻

し
た
い
」
と
い
う
晩
年
の
言
葉
に
憧
れ

も
あ
り
、
里
山
に
小
さ
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
デ
ザ
イ
ン
実
践
に
挑
戦
し
た
い
と
い

う
願
望
が
き
っ
か
け
で
。

　

立
ち
木
を
利
用
し
た
東
屋
の
よ
う
な

小
さ
な
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
女
子
学
生
た

ち
と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
造
り
は
じ
め

数
年
間
で
７
棟
を
つ
く
り
、
素
人
で
造

D
I
Y
で
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
づ
く
り

れ
る
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
建
築
方
法
が
見

え
て
き
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
づ
く
り
の
魅
力
は
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の
を
形
に
し
て
行
く
喜

び
、
エ
コ
活
動
の
体
験
学
習
、
木
の
上

で
心
地
よ
い
森
の
風
を
受
け
な
が
ら
大

自
然
と
の
一
体
感
。

イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
協
会
の
皆
さ

ん
、
で
ぜ
ひ
癒
し
の
丘
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス

に
お
越
し
下
さ
い
。
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の

魅
力
を
体
感
し
な
が
ら
石
窯
ピ
ザ
パ
ー

テ
ィ
を
楽
し
み
ま
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
堀 

一
郎

　

毎
日
が
日
曜
大
工
と
織
物
展
へ
賛
助

出
品
と
し
て
５
名
（
こ
の
内
C
I
P
A

会
員
は
３
名
）
の
建
築
士
が
建
築
以
外

で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
を
持
ち
寄
っ
て
の

展
覧
会
で
し
た
。

 

私
は
昨
年
一
年
間
、
近
く
の
風
景
を1

月
か
ら
１
２
月
ま
で
各
９
枚
１
０
８
枚

の
写
真
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
ル
ー
プ

さ
せ
、
壁
面
へ
大
き
く
投
写
し
音
楽
は

日
曜
大
工
で
造
ら
れ
た
ロ
ー
ド
ホ
ー
ン

か
ら…

。

 
大
変
楽
し
い
展
覧
会
で
し
た
。

 
こ
の
展
覧
会
か
ら
私
は
「
日
曜
写
真
士
：

中
川
裕
二
」
を
名
乗
ろ
う
か
と
思
っ
て

い
ま
す(
笑)
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川　

裕
二

人
が
見
向
き
も
し
な
い
よ
う
な
廃
材
、

ご
み
と
し
て
処
分
さ
れ
る
よ
う
な
も
の

を
使
っ
て
の
モ
ノ
づ
く
り
。

町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
夏
休
み
に
実

施
て
い
る
、
工
作
教
室
の
サ
ン
プ
ル
と

し
て
作
っ
た
パ
チ
ン
コ
ゲ
ー
ム
、
針
金

工
作
、
空
き
缶
工
作
な
ど
を
出
品
し
ま

し
た
。

子
供
た
ち
が
パ
チ
ン
コ
ゲ
ー
ム
な
ど
を

使
っ
て
楽
し
く
目
を
輝
か
せ
て
遊
ん
で

い
る
姿
を
み
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

自
分
で
も
「
作
っ
て
み
た
い
」
と
言
わ

れ
る
方
も
あ
り
、
モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し

さ
を
少
し
は
伝
え
る
こ
と
が
出
来
た
の

で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

隆

廃
材
か
ら
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

日
曜
写
真
士
を
名
乗
り

スライドショーで自然の写真を紹介。

子供達が夢中になって。



ワークショップ（クリスマスカードを作ろう、

遊べるウォールアート）

　

広
島
デ
ザ
イ
ン
デ
イ
ズ
は
、
中
国
地
方
に
お
い
て

多
様
な
分
野
に
お
い
て
活
動
す
る
団
体
、

大
学
、
デ
ザ
イ
ン
学
校
、
地
元
企
業
が
中
心
と
な
っ

て
開
催
し
、
デ
ザ
イ
ン
を
「
見
る
」
だ
け
で
な
く
、

セ
ミ
ナ
ー
で
「
学
ぶ
」、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
「
体

験
す
る
」
な
ど
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
を

身
近
に
感
じ
楽
し
く
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
事
業
で

す
。

・
来
場
者
数
：
約
９
０

・
対
象
者

イ
ン
テ
リ
ア
の
プ
ロ
フ
エ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
（
イ
ン
テ
リ

ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
、イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

建
築
設
計
者
、
店
舗
設
計
者
、
サ
イ
ン
・
デ
ス
プ
レ

イ
等
設
計
者
、
メ
ー
カ
ー
、
学
生
、
一
般
の
方
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
来
場
者
）

ス
タ
ッ
フ
数　
　
　
　
　

１
５
人

学
生
ス
タ
ッ
フ
数　
　

２
８
人

デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー　
（
参
加
者　

２
２
人
）

ＩＰＥＣ巡回展（ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞｱﾜｰﾄﾞ2014 優秀賞ﾊﾟﾈﾙ展示）　開催レポート

とき：2015年 12月 12日～13日
ところ：パナソニック広島中町ビル３Ｆ

ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ　ＤＥＳＩＧＩＮ　ＤＡＹＳ　２０１５

　

２
０
１
５
パ
リ
・
デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー
ク

「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ　

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
＆
Ｎ
ｏ
ｗ
」
の

貴
重
な
写
真
を
中
心
と
し
た
解
説
、
説
明
、

見
学
に
よ
る
印
象
、
ポ
イ
ン
ト
、
流
行
等
を

紹
介
。

　

広
島
（
日
本
）
の
モ
ノ
つ
く
り
、広
島
（
日

本
）
ブ
ラ
ン
ド
が
世
界
で
ど
の
よ
う
に
受
け

入
れ
ら
れ
か
、
何
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
け
ば

よ
い
の
か
、
パ
リ
文
化
会
館
館
長
と
の
会
談

な
ど
に
多
く
の
ヒ
ン
ト
と
刺
激
の
あ
る
内
容

で
あ
っ
た
。

　

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
効
果
、
提

案
、モ
ノ
選
び
の
ヒ
ン
ト
な
ど
、Ｉ
Ｐ
の
存
在
、

建
物
創
り
へ
の
関
わ
り
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

参
加
さ
れ
た
方
は
イ
ン
テ
リ
ア
に
興
味
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
多
く
、
セ
ミ
ナ
ー
後

も
講
師
へ
の
質
問
、
名
刺
交
換
等
が
続
き
、

予
定
時
間
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
で
、

セ
ミ
ナ
ー
、
イ
ン
テ
リ
ア
に
対
す
る
関
心
と

熱
気
を
感
じ
た
。

デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー　

（
参
加
者　

２
２
人
）

　

イ
ン
テ
リ
ア
、
建
築
、
デ
ザ
イ
ン
関
係
の

来
場
者
が
多
く
、
写
真
撮
影
な
ど
時
間
を
か

け
て
見
学
さ
れ
て
る
方
が
多
か
っ
た
。

　

他
の
四
つ
団
体
の
方
に
も
関
心
が
高
く
、

各
団
体
の
作
品
と
の
比
較
や
傾
向
な
ど
の
、

違
っ
た
視
点
で
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
き
た

い
い
機
会
で
あ
っ
た
。

イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド

２
０
１
４
の
パ
ネ
ル
展
示

２
０
１
６
年
度
ひ
ろ
し
ま
デ
ザ
イ
ン
デ
イ
ズ

は
実
施
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

当
協
会
も
参
加
を
し
て
、
今
ま
で
以
上
の
啓

も
う
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
に
向
け
て

・
参
加
団
体

中
国
イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
協
会

（
一
社
）
日
本
商
環
境
デ
ザ
イ
ン
協
会　

中
国
支
部

（
公
社
）
日
本
サ
イ
ン
デ
ザ
イ
ン
協
会　

中
国
支
部

広
島
県
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会

（
一
社
）
古
民
家
再
生
協
会
広
島

・
参
加
校

穴
吹
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

広
島
女
学
院
大
学

安
田
女
子
大
学

・
後
援

う
ら
ぶ
く
ろ
商
店
街
振
興
組
合

大
光
電
機
㈱

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク　

リ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
広
島

㈱
歴
清
社

各デザイン賞受賞作品展示 ワークショップ（遊べるウォールアート）

「ひろしまから発信したいデザイン」

講師　中川圭子　（( 有 ) エルイーオー設計室内）

インテリアプランニングアワード

２０１４のパネル展示

　

ま
た
、
学
生
た
ち
も
関
心
を
持
っ
て
作
品

の
写
真
、
コ
メ
ン
ト
を
読
ん
で
い
た
。

　

イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
へ
の
関
心
の
あ

る
大
学
、
教
授
も
あ
り
、
学
生
た
ち
の
意
識

も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

た
だ
、
イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
る

の
は
「
大
変
な
ん
で
し
ょ
う
」
と
い
う
学
生

も
多
く
あ
っ
た
が
、Ｉ
Ｐ
の
存
在
を
広
め
る
こ

と
は
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ベ
ス
ト
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
２
の
書
籍
の
展
示
と
会

報
誌
、
入
会
案
内
も
同
時
に
展
示
し
て
閲
覧
、

持
ち
帰
り
が
出
来
る
よ
う
に
し
た
。



高崎町の家

２階平面図

バルコニー

テラス

ホール

１階平面図

道路

隣地
隣地

庭

居間・食堂

N

■設計主旨
　［草原家 縁側のある住まい］
　竹原市の中心部から東へ5㎞、海岸線を走る
と瀬戸内の多島美に目を奪われる。丘の上にあ
る敷地の印象は、がらんとした草原でJR呉線が
山裾にのどかに走っている。平地が希少な地域
で敷地を探していたご夫婦は、やっとこの地にめ
ぐり会い何度も地主に掛け合った。その熱意が
伝わったのか、友人と隣同士で家を建てるという
希な結果となった。
　周辺はぽつぽつと住宅がある程度で、敷地境
界さえ曖昧な場所である。ならば何処からでもア
プローチできる住まい（=ご近所の人が気軽に縁
側から上がって来られるような住まい）そんな気
安さで地域と繫がることが、このご夫婦の理想で
はないかと気づいた。しかし、開かれた住まいが
いつもカーテンを閉ざしているのではつまらない。
そこで、1階はパブリックスペース、2階をプライベ
ートスペースと明快に分け、上下階を吹抜で繫い
だ。居場所によってプライバシーが調整できる構
成だ。吹抜の下にはキッチンが据えられ、動線の
中心にもなっている。さまざまな生活シーンにお
いて使いやすく、シンプルで心地よい住まいにな
った。

所  在  地 　　竹原市高崎町
主要用途 　　専用住宅
構　　造 　　木　造
階　　数 　　２階建
面　　積 敷地面積　180.42㎡
 　　建築面積　 70.18㎡
 　　延床面積　109.17㎡

専用住宅

居間よりキッチンを見る

２階子ども室よりホール・吹抜・主寝室を見る

２Ｆホール吹抜けよりキッチンを見る

西側外観　左側には山が右側には草原が広がる南側　縁側



　　

日
本
で
は
、
佐
賀
県
が
発
表
し
た
「
ア

リ
タ
」。
商
品
企
画
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

販
促
物
の
グ
レ
ー
ド
、
力
の
入
れ
方
は

す
ご
い
も
の
で
し
た
。

　

パ
リ
で
の
販
売
は
か
な
り
難
し
い
場

所
の
よ
う
で
す
。
で
も
、
こ
こ
で
ま
ず

発
表
す
る
事
で
、
世
界
が
認
め
て
く
れ

る
の
だ
と
。

　

そ
し
て
、
沢
山
の
方
々
と
の
出
会
い

で
感
じ
た
事
。
欧
州
の
方
々
が
日
本
に

求
め
ら
れ
て
い
る
事
は
、
削
ぎ
落
と
し

た
シ
ン
プ
ル
さ
で
あ
り
、
日
本
人
独
特

の
感
性
な
の
だ
と
。

　

感
性
を
大
事
に
し
、
そ
の
日
本
の
良

さ
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
そ
し

て
、
そ
れ
が
市
場
拡
大
に
結
び
つ
く
事

に
繋
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
夏
、
昨
年
か
ら
の
ご

縁
で
、
こ
の
夏
に
「
ひ
ろ
し
ま
か
ら
平

和
の
調
べ
を
」
と
い
う
企
画
で
パ
リ
・

ジ
ャ
パ
ン
・
エ
キ
ス
ポ
に
て
、
音
楽
と

舞
と
映
像
を
発
表
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。

　

一
年
前
に
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ

た
展
開
で
す
。

　

昨
年
、
思
い
切
っ
て
一
歩
踏
み
出
し

た
事
か
ら
始
り
ま
し
た
。

　

や
っ
と
還
暦
に
な
り
、
ま
た
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川　

圭
子

　

５
年
前
よ
り
「
ひ
ろ
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」

を
パ
リ
の
マ
レ
地
区
で
発
信
し
た
い
と

い
う
思
い
が
、
こ
の
度
、
関
西
イ
ン
テ

リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
協
会
の
皆
様
の
お
陰

で
や
っ
と
実
現
し
ま
し
た
。

　

た
っ
た
１
０
日
間
の
滞
在
の
中
で
、

こ
れ
以
上
の
出
会
い
と
ご
縁
は
無
い
だ

ろ
う
と
思
え
る
程
の
完
璧
な
日
々
で
し

た
。

　

日
本
文
化
会
館
の
館
長
と
の
面
談
。

私
自
身
に
と
っ
て
強
烈
な
出
会
い
で
し

た
。

　
「
も
う
、
こ
の
パ
リ
に
は
、
モ
ノ
は
い

ら
な
い
の
よ
。
日
本
人
以
上
に
日
本
の

い
い
モ
ノ
を
見
つ
け
出
し
、
日
本
人
以

上
に
プ
レ
ゼ
ン
能
力
は
あ
る
ん
だ
か
ら

…

中
途
半
端
な
モ
ノ
は
一
番
い
ら
な
い
」

あ
ま
り
に
極
論
的
な
言
葉
で
す
が
、
腑

に
落
ち
る
所
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

　

メ
ゾ
ン
・
エ
・
オ
ブ
ジ
ェ
で
感
じ
た

こ
と
。
こ
の
世
は
あ
ま
り
に
デ
ザ
イ
ン

が
溢
れ
て
い
る
と
い
う
事
で
し
た
。

そ
し
て
そ
の
最
先
端
の
モ
ノ
が
、
こ
の

パ
リ
に
は
集
ま
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

中
国
、
韓
国
、
台
湾
等
の
ア
ジ
ア
諸

国
の
ブ
ー
ス
は
ま
さ
に
、
今
ア
ジ
ア
の

時
代
で
あ
る
事
を
感
じ
さ
せ
る
程
の
洗

練
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ひ
ろ
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
を
パ
リ
か
ら

Paris Design week 2015　Japan Style ＆ Now

とき：2015年 9月 5日～10日
ところ：パリ、マレ地区　ギャラリー・ゴスレーズ　

近大建築学部インテリア学科 27年度卒業設計

テーマ : 椅子



編集後記

事務局

2015.5.23　ミニレク：歴清社工場見学＋ミニレクチャー
2015.6.06　講演会：松尾兆郎（穴吹デザイン専門学校）
　　題目：「ユニバーサルデザインの広がりと教育実践」
2015.6.06　講演会：松尾兆郎（穴吹デザイン専門学校）
2015.7.06　講演会：Mauro Arrighi
（イタリアのボローニャ美術アカデミー，デジタル・アー
トおよび電子音楽科講師）
2015.8.27　ミニレク：「古民家見学会 +ミニレクチャー」
2015.12.12～13　HIROSHIMA DESIGN DAYS 2014
2015.2.27　模型制作実習 +ミニレクチャー

　　　　　　   　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

◆　株式会社 沖田
　　http://okitahome.com/

◆　株式会社ウッドワン 
　　http://www.woodone.co.jp/

◆　大光電機株式会社
　　http://www2.lighting-daiko.co.jp

◆　株式会社テックス
　　http://tex-21.com

◆　トーソー株式会社広島支店
　　http://www.toso.co.jp/

◆　西武株式会社広島営業所
　　http://www.seko.co.jp/

◆　（株）小城六右衛門商店
　　http://www.ogirokuemon.com/

法人会員のご紹介

準会員、法人会員の募集！！
準会員は資格がなくても、ご興味有る方、
一緒に活動してくださる方なら、どなたでも
参加できます。是非、お問い合わせください。

当協会の委員会に、名古屋から中部インテリアプランナー協会
の実行委員長がわざわざ広島まで来られました。
お迎えに駅まで行くと、着物姿で、、
そういえば、パリでもずっとお着物でした～♬
飛行機でも着物で、、ご自身でヨーロッパ運転して回られていた
そうな、、勿論、着物で、、
オランダでは自転車にも乗られたとか、、（←ハイカラさんが通る？）
団塊の世代の方の底力を感じさせて頂きました。
還暦過ぎては着物が一番似合うんだそうです。。
とは、言ってもね。。
ともかく、今年の全国大会も盛り上がりそうです。
行かなきゃ損そん！！　是非、皆さんで参りましょう～！！

発行日：平成 28年 6月

http://cipa21.com      mail : cipa@cipa21.com

発行：中国インテリアプランナー協会
〒731-5135　広島市佐伯区海老園 1-13-7
tel : 090-7540-8975     fax : 082-922-0018

編集：中国インテリアプランナー協会　事務局
写真：Yuji Nakagawa

〈平成 27年度 中国インテリアプランナー協会活動記録〉

■ 国民健康保険にご加入の方へ

〈事務局より〉

CIPA会員で加入条件を満たす方は、「文芸美術国民健康保険」に加入するこ

とができます。詳しくは下記ホームページをご覧ください。

■ 平成 26年度インテリアプランナー試験対策用テキスト頒布

詳細はホームページでも確認できます。fax:06-6266-5745

http://www.jipa.net/kipa

〈平成 28年度 総会のご報告〉

・平成28年度総会を上記の要領で開催致しました。

会員の皆様に多数ご参加頂きありがとうございました。

6月 4日（土）　
総会：14：00～15：00　講演：15：30～17：00　懇親会　18：00～　
　　　　

・今年度役員の承認

・平成 28年度活動計画及び予算案の承認
・平成 27年度活動報告及び会計報告

穴吹デザイン専門学校　Ａ602
　　　

講演：「新素材の畳の特徴と和室のインテリアデザイン」
講師：正岡さち氏（島根大学教育学部教授）

全国大会は10月８日（土）・9日（日）中部へ！

2016　全国大会　IN 中部

今年の全国大会は「ものづくり」を前面に押し出した楽しいイベント。
2日間、たっぷり、盛りだくさんのメニューがあります。
是非、ご参加ください！

中部 IP の全国大会実行委員長自ら

インテリアプランナー試験と登録制度が平成 28年度から変わります
主な変更事項等
●これまで一体として実施していた学科試験と設計製図試験を分離する
ことにより、試験内容の充実を図ります。（これまでの試験時期（11月）
を学科試験（6月）と設計製図試験（11月）に分離します。）
●受験者の年齢制限を撤廃するとともに、学科試験の合格者に、登録す
ることにより「アソシエイト・インテリアプランナー（准インテリアプ
ランナー）」の資格を付与します。
●設計製図試験は、原則として、学科試験を合格しなければ受験できな
くなります。
●受験者が学習しやすい環境を整備するとともに、受験手数料を引き下
げます。 
●インテリアプランナーの登録に必要な実務経験年数を「０年又は所定
の２年～６年」から「０年又は一律２年」に短縮します。 
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